様式４　　　　　湯川記念財団「望月基金」報告書

	申請者氏名
	金　子　耕　士

	論文名
	Magnetic transitions in YbCo2Si2

	国際会議名
	International Conference on Magnetism 2009 [ICM09]

	開催地
	Karlsruhe (Germany)

	参加期日
	2009. 7. 26 ~ 31

	参加目的：”International Conference on Magnetism 2009”において、Yb系1-2-2化合物の内、明瞭な磁気秩序を示すYbCo2Si2について行った、中性子散乱による研究成果を発表する。また会議への参加を通し、強相関電子系を中心とする磁性分野における最新の情報を収集する。

	会議の状況：３年に一度開催される磁性分野最大の当該会議では、２日目から６日目まで、５日にわたる講演プログラムが組まれ、その間３５０件以上の口頭発表を含む５つのパラレルセッションに加え、３時間以上にわたる４回のポスターセッションと、多岐にわたる数多くの発表があった。様々な国から多数の参加者があり、会場の各所で活発に議論がなされていた。

	成果概要：超伝導を筆頭に多彩な物性を示すAT2X2化合物の中で、量子臨界点近傍に位置するYbRh2Si2に代表されるA=Yb系は、近年高い注目を集めている。一方、基本となる磁気構造は、この系全般で明らかとなっていない。そこで今回、比較的高い磁気転移点を持つYbCo2Si2に着目して中性子回折を行い、磁気反射の観測に成功した結果を発表した。同日には、同じYbCo2Si2についてのバルク測定の講演が２件あり、強い異方性を持つ多彩な磁気転移を示すことが報告されていた。そのため、物性を包括的に議論することが可能となり、諸外国の多くの参加者と活発な議論を交わすことが出来た。またドイツの共同研究者と、今後の方針について有益な議論を交わす機会にも恵まれた。

　また講演では、新しい超伝導体CePt2In7や、軟X線を使った新たな結晶場基底状態の測定方法の報告など、数多くの興味深い発表があり、今後の自身の研究を展開する上で、非常に有益な情報を得ることが出来た。

　最後に、会議への参加機会を与えて下さった事に、深く感謝いたします。


